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受賞理由： 

近年、RIBF における多様な短寿命核ビーム供給を背景に、相互作用断面積などの測
定から、系統的な核半径研究が可能となった。田中氏は、論文１において、中性子過剰 
Ca 同位体に対する相互作用断面積の測定を行い、核半径を導出するとともに、陽子分
布半径と測定結果を組み合わせることで、中性子分布半径と陽子分布半径との差(中性
子スキン厚)を導くことに成功した。そして、N=28 を超えた領域で中性子スキンが大
きく増加することを発見し、理論解析から「二重魔法数核 48Ca コアの膨張」という興
味深い知見を得た。また、論文２では、荷電変化断面積と陽子分布半径との関係に着目
し、中性子剥離反応に起因して荷電粒子が入射核から蒸発することによる荷電変化過程
を考慮する計算モデルを新たに提案し、中性子過剰核における陽子分布半径導出の可能
性とその限界を定量化した。 

 着実な測定手法をもとに Ca 領域での陽子・中性子分布に対する系統的な知見を広
げるとともに、新たなプローブとしての荷電変化断面積による核半径研究の開拓を進め
ている田中氏の実験研究者としての能力は高く、今後の活躍が大いに期待される。 
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